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②

第 57 回種子島鉄砲まつり第 57 回種子島鉄砲まつり

参加し、火縄銃の試射が行われ、圧倒的な迫力で観参加し、火縄銃の試射が行われ、圧倒的な迫力で観
客を沸かせました。客を沸かせました。
　夕方からは日ポみなと公園で演芸大会が行われ、　夕方からは日ポみなと公園で演芸大会が行われ、
子どもから大人まで演芸を披露しました。ポルトガ子どもから大人まで演芸を披露しました。ポルトガ
ルギターとマンドリンのデュオ『マリオネット』にルギターとマンドリンのデュオ『マリオネット』に
よる華麗な演奏や、祭り屋燈波（まつりやどんぱ）よる華麗な演奏や、祭り屋燈波（まつりやどんぱ）
による迫力あるよさこい演舞により会場が一体とによる迫力あるよさこい演舞により会場が一体と
なって盛り上がりました。なって盛り上がりました。
　クライマックスには、全国花火の響演として、　クライマックスには、全国花火の響演として、約約
６，０００発の花火が西之表の夜空を彩りました。６，０００発の花火が西之表の夜空を彩りました。
　力強い鼓動と歴史を胸に刻む「第 57 回種子島鉄　力強い鼓動と歴史を胸に刻む「第 57 回種子島鉄
砲まつり」の様子をご紹介します。砲まつり」の様子をご紹介します。

　　 ８ 月 23 日（ 日 ）、 第 57 回 種 子 島８ 月 23 日（ 日 ）、 第 57 回 種 子 島
鉄砲まつりが盛大に開催され、延べ鉄砲まつりが盛大に開催され、延べ
１万２千人以上の来場客がありました。１万２千人以上の来場客がありました。
　　火縄銃の号砲を合図に、太鼓山を先火縄銃の号砲を合図に、太鼓山を先
頭に、女山車がスタートし、子どもみ頭に、女山車がスタートし、子どもみ
こしも猛暑に負けずに練り歩きました。こしも猛暑に負けずに練り歩きました。
　午後は南蛮行列、団体手踊り宣伝パ　午後は南蛮行列、団体手踊り宣伝パ
レードとスタートし、パレードには種レードとスタートし、パレードには種
子島火縄銃保存会、友好都市「大阪府子島火縄銃保存会、友好都市「大阪府
堺市・滋賀県長浜市」からも鉄砲隊が堺市・滋賀県長浜市」からも鉄砲隊が

市政の窓 2026.10 月号



③

子どもみこし子どもみこし

太鼓山行列太鼓山行列墓前祭墓前祭

南蛮行列・団体手踊り南蛮行列・団体手踊り

献花式献花式

女山車女山車

演芸大会演芸大会

市政の窓2026.10 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　
８
月

　
８
月
1818
日
（
火
）、市
畜
産
セ
ン
タ
ー

日
（
火
）、市
畜
産
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
第
１
１
３
回
西
之
表
市
畜

に
お
い
て
「
第
１
１
３
回
西
之
表
市
畜

産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
か

産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
か

ら
選
抜
さ
れ
た
雌
牛

ら
選
抜
さ
れ
た
雌
牛
1313
頭
が
、
市
の

頭
が
、
市
の

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
競
い
ま
し
た
。
結

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
競
い
ま
し
た
。
結

果
は
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

果
は
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

に
、㈱
中
園
翔
葵（
安
納
）の「
め
ぐ
号
」

に
、㈱
中
園
翔
葵（
安
納
）の「
め
ぐ
号
」

が
輝
き
、
団
体
の
部
で
は
榕
城
校
区

が
輝
き
、
団
体
の
部
で
は
榕
城
校
区

が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

が
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

　

ま
た
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
「
牛
の
絵
」
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
し
た
「
牛
の
絵
」
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
及
び
応
募
作
品
全
１
５
３

の
表
彰
式
及
び
応
募
作
品
全
１
５
３

点
の
展
示
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
牧
場

点
の
展
示
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
牧
場

で
は
、
多
く
の
園
児
や
親
子
連
れ
が

で
は
、
多
く
の
園
児
や
親
子
連
れ
が

子
牛
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

子
牛
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
（
木
）
に
は
、
種
子
島

　

９
月
３
日
（
木
）
に
は
、
種
子
島

家
畜
市
場
で
「
第

家
畜
市
場
で
「
第
5757
回
熊
毛
地
区
畜

回
熊
毛
地
区
畜

産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
共

産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
共

進
会
に
お
い
て
も
第
１
部
で

進
会
に
お
い
て
も
第
１
部
で((

株株))

中中

園
翔
葵
（
安
納
）
の
「
め
ぐ
号
」
が

園
翔
葵
（
安
納
）
の
「
め
ぐ
号
」
が

最
優
秀
賞
１
席
及
び
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

最
優
秀
賞
１
席
及
び
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
、

ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
、1010
月
３
日
（
土
）

月
３
日
（
土
）

に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ

に
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ

る
第
る
第
7575
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
へ

回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
へ

の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

～
第
１
１
３
回
西
之
表
市
畜
産
共
進
会
・
第
57
回
熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会
～

1 部（生後 12 か月
～ 16 か月令） 名号 出品者氏名

最優秀賞 1 席 めぐ （株）中園翔葵（安納）
　　〃　2 席 ひでみさき 西門　浩（榕城）
　　〃　3 席 そらん （株）杉牧場（伊関）

西之表市畜産共進会　審査結果西之表市畜産共進会　審査結果

2 部（生後 17 か月
～ 24 か月令） 名号 出品者氏名

最優秀賞 1 席 ひめの 野﨑　英樹（榕城）
　　〃　2 席 ころん 榎本　幸徳（現和）
　　〃　３席 ことぶき 中村　祐太郎（国上）

1 部（生後 12 か月
～ 16 か月令） 名号 出品者氏名

最優秀賞１席 めぐ （株）中園翔葵（安納）
　　〃　５席 ひでみさき 西門　浩（榕城）
　　〃　6 席 あだむ 榎本　幸徳（現和）
　　〃　７席 まなつ 小山田　春文（現和）

熊毛地区畜産共進会　審査結果熊毛地区畜産共進会　審査結果

2 部（生後 17 か月
～ 24 か月令） 名号 出品者氏名

最優秀賞４席 ひめの 野﨑　英樹（榕城）
　　〃　５席 ことぶき 中村　祐太郎（国上）
　　〃　６席 ころん 榎本　幸徳（現和）

▲「めぐ号」

▲「ひめの号ひめの号」

▲「牛の絵」コンクール　４年生～６年生の部入賞者（上）
　　　　　　　　　　        １年生～３年生の部入賞者（下） ▲ふれあい牧場の様子

▲「めぐ号」
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ま・ち・の・わ・だ・い

　

令
和
８
年
全
国
地
域
安
全
運
動
（
令

　

令
和
８
年
全
国
地
域
安
全
運
動
（
令

和
８
年

和
８
年
1010
月月
1111
日
か
ら
同
年

日
か
ら
同
年
1010
月月
2020
日
）
日
）

及
び
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
暴
力
追

及
び
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
暴
力
追

放
運
動
に
向
け
て
、
運
動
期
間
中
に
使

放
運
動
に
向
け
て
、
運
動
期
間
中
に
使

用
す
る
「
モ
デ
ル
ポ
ス
タ
ー
」・「
モ
デ

用
す
る
「
モ
デ
ル
ポ
ス
タ
ー
」・「
モ
デ

ル
標
語
」・「
青
パ
ト
活
動
写
真
」
の
募

ル
標
語
」・「
青
パ
ト
活
動
写
真
」
の
募

集
が
あ
り
ま
し
た
。

集
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
青
パ
ト
活
動
写
真
の
部

　

鹿
児
島
県
の
青
パ
ト
活
動
写
真
の
部

門
に
応
募
し
た
、
伊
関
小
学
校
が
「
金

門
に
応
募
し
た
、
伊
関
小
学
校
が
「
金

賞
」、
下
西
小
学
校
が
「
銀
賞
」
に
入
選

賞
」、
下
西
小
学
校
が
「
銀
賞
」
に
入
選

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
９
月
１
日（
火
）の
始
業
式
に
合
わ
せ
、

　
９
月
１
日（
火
）の
始
業
式
に
合
わ
せ
、

伊
関
小
学
校
と
下
西
小
学
校
で
、
種
子

伊
関
小
学
校
と
下
西
小
学
校
で
、
種
子

島
警
察
署
と
種
子
島
地
区
防
犯
協
会
に

島
警
察
署
と
種
子
島
地
区
防
犯
協
会
に

よ
る
表
彰
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、
伊

よ
る
表
彰
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、
伊

関
小
学
校
の
谷

関
小
学
校
の
谷  

美
和
校
長
先
生
と
下
西

美
和
校
長
先
生
と
下
西

小
学
校
の
安
樂

小
学
校
の
安
樂  

朋
陽
校
長
先
生
へ
賞
状

朋
陽
校
長
先
生
へ
賞
状

と
副
賞
が
竹
下

と
副
賞
が
竹
下  

清
隆
警
察
署
長
よ
り
授

清
隆
警
察
署
長
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
入
選
作
品
は
、
種
子
島
地
区
防
犯

　

※
入
選
作
品
は
、
種
子
島
地
区
防
犯

協
会
が
定
期
的
に
各
小
学
校
を
訪
問
し
、

協
会
が
定
期
的
に
各
小
学
校
を
訪
問
し
、

実
施
し
て
い
る
「
下
校
時
見
守
り
活
動
」

実
施
し
て
い
る
「
下
校
時
見
守
り
活
動
」

時
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。

時
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。

青
パ
ト
活
動
写
真
の
部
門
で
「
金
賞
」
と
「
銀
賞
」
を
受
賞
！

～
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

下西小学校下西小学校 伊関小学校伊関小学校

　
池
亀　
か
ず
子
さ
ん

　
池
亀　
か
ず
子
さ
ん

（
大
正

（
大
正
1515
年
９
月

年
９
月
2020
日
生
ま
れ
）

日
生
ま
れ
）

　
か
ず
子
さ
ん
は
、
安
納
軍
場
の
ご
出
身

　
か
ず
子
さ
ん
は
、
安
納
軍
場
の
ご
出
身

で
、
結
婚
し
て
１
男
４
女
の
子
宝
に
恵
ま

で
、
結
婚
し
て
１
男
４
女
の
子
宝
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
は
農
業
を
営
み
、

れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
は
農
業
を
営
み
、

野
菜
作
り
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

野
菜
作
り
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
娘
さ
ん
と
お
住
ま
い
で
、
新
聞

現
在
は
、
娘
さ
ん
と
お
住
ま
い
で
、
新
聞

を
読
む
こ
と
、
朝
晩
血
圧
や
熱
を
測
る
こ

を
読
む
こ
と
、
朝
晩
血
圧
や
熱
を
測
る
こ

と
を
欠
か
さ
ず
、
元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き

と
を
欠
か
さ
ず
、
元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き

す
る
と
、「
い
ろ
い
ろ
な
ご
飯
を
作
っ
て

す
る
と
、「
い
ろ
い
ろ
な
ご
飯
を
作
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
何
で
も
食
べ
る
こ

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
何
で
も
食
べ
る
こ

と
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
当

と
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
ご
家
族
も
集
ま
り
、
大
変
賑
や
か

日
は
、
ご
家
族
も
集
ま
り
、
大
変
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で
お
過

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
８
月

　
８
月
2323
日
（
日
）、
出
郷
者
と
地
元
の

日
（
日
）、
出
郷
者
と
地
元
の

方
々
と
の
交
流
事
業
と
し
て
「
第

方
々
と
の
交
流
事
業
と
し
て
「
第
1515
回回

種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
」
が
２
年

種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
」
が
２
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
外
参
加
者

　

島
外
参
加
者
1414
名
は
、
鹿
児
島
医
療

名
は
、
鹿
児
島
医
療

技
術
専
門
学
校
看
護
学
科
種
子
島
サ
テ

技
術
専
門
学
校
看
護
学
科
種
子
島
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
を
視
察
後
、
市
保
健
セ
ン

ラ
イ
ト
教
室
を
視
察
後
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
す
こ
や
か
で
地
元
参
加
者

タ
ー
す
こ
や
か
で
地
元
参
加
者
2323
名
と
名
と

合
流
し
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
ラ
ン

合
流
し
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
ラ
ン

チ
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
意
見
交
換
を

チ
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第

　

ま
た
、
第
5757
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り

回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り

団
体
手
踊
り
へ
参
加
後
、
次
回
の
再
会

団
体
手
踊
り
へ
参
加
後
、
次
回
の
再
会

を
約
束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

を
約
束
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
15
回
種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
開
催

⑤ 市政の窓2026.10 月号
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ま・ち・の・わ・だ・い

　

記
念
す
べ
き
第
１
０
０
回

　

記
念
す
べ
き
第
１
０
０
回

目
と
な
る
「
サ
ン
シ
ー
ド
杯
バ

目
と
な
る
「
サ
ン
シ
ー
ド
杯
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
７
月

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
７
月

2121
日
～
日
～
2525
日
に
西
之
表
市
民

日
に
西
之
表
市
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
の
９
人
制
バ
レ
ー
に

　

通
常
の
９
人
制
バ
レ
ー
に

加
え
、
記
念
大
会
が
盛
り
上

加
え
、
記
念
大
会
が
盛
り
上

が
る
よ
う
に
と
、
子
ど
も
も

が
る
よ
う
に
と
、
子
ど
も
も

参
加
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

参
加
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

選
手
が
参
加
さ
れ
、
熱
戦
が

選
手
が
参
加
さ
れ
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
世
代

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
世
代

を
超
え
た
交
流
で
会
場
は
大

を
超
え
た
交
流
で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
１
０
０
回
サ
ン
シ
ー
ド
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
交
流
会（
上
西
す
こ
や
か
児
童
ク
ラ
ブ
）

　
８
月

　
８
月
2525
日
（
火
）、
上
西
す
こ
や
か
児
童

日
（
火
）、
上
西
す
こ
や
か
児
童

ク
ラ
ブ
で
、
市
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設

ク
ラ
ブ
で
、
市
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設

わ
ら
び
苑
に
勤
務
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

わ
ら
び
苑
に
勤
務
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

ス
タ
ッ
フ
３
人
を
招
い
て
交
流
会
が
開
か

ス
タ
ッ
フ
３
人
を
招
い
て
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
児
童
ク
ラ
ブ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
児
童
ク
ラ
ブ

職
員
ら
約

職
員
ら
約
2020
人
が
参
加
し
て
、ミ
ャ
ン
マ
ー

人
が
参
加
し
て
、ミ
ャ
ン
マ
ー

の
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
し
ま
し
た
。

の
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
お
正
月

　
交
流
会
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
お
正
月

料
理
「
モ
ン
ロ
ン
イ
ェ
ポ
ー
」
の
団
子
づ

料
理
「
モ
ン
ロ
ン
イ
ェ
ポ
ー
」
の
団
子
づ

く
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
式
の
鬼
ご
っ
こ
な
ど

く
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
式
の
鬼
ご
っ
こ
な
ど

を
楽
し
み
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

を
楽
し
み
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
平
原
俊
英
さ
ん
は
「
ミ
ャ
ン

　

６
年
生
の
平
原
俊
英
さ
ん
は
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
た
ち
の
料
理
や
言
語
な
ど
を
知

マ
ー
の
人
た
ち
の
料
理
や
言
語
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と

話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
（
水
）、
西
之
表
市
の
全

11
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
、
JA
種
子

屋
久
農
協
「
西
之
表
市
水
稲
部
会
」
よ

り
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
西
之
表

市
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
０
０
㎏
（
約

１
２
０
０
食
）
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
き
び
な
ご
の
ア
ー
モ
ン
ド
が
ら
め
や

ピ
リ
ッ
と
み
そ
汁
な
ど
と
一
緒
に
出
さ

れ
た
新
米
を
存
分
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　
上
西
小
学
校
２
年
生
の
堀
口
煌
稀
さ

ん
は
「
ご
飯
が
い
つ
も
よ
り
モ
チ
モ
チ

し
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
。」
と
話
し
、

笑
顔
で
完
食
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
西
之
表
市
産
の
新
米
を
堪
能

　

８
月

　

８
月
2424
日
（
月
）、

日
（
月
）、
JA
種
子
屋
久
農

協
「
西
之
表
市
水
稲
部
会
」
よ
り
、
地

元
で
収
穫
さ
れ
た
新
米
の
お
い
し
さ
を

学
校
給
食
で
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
西
之
表
市
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

１
０
０
㎏
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
西
之
表
市
産

の
新
米
は
、
９
月
２
日
（
水
）
の
学
校

給
食
（
約
１
２
０
０
食
）
に
使
用
さ
れ

る
た
め
、
市
内
の
全
11
小
中
学
校
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

JA
種
子
屋
久
農
協
「
西
之
表
市
水
稲
部
会
」
よ
り
新
米
の
無
償
提
供

⑥市政の窓 2026.10 月号



行政トピックス
Administrative topics

行政トピックス
Administrative topics

西 之 表 市　多 世 代 交 流 施 設 に つ い て西 之 表 市　多 世 代 交 流 施 設 に つ い て
基 本 設 計 業 務 の 受 託 者 が 決 定 し ま し た基 本 設 計 業 務 の 受 託 者 が 決 定 し ま し た

　　本市では、子どもから高齢者まで、さまざまな世代の市民が気軽に集い、学び、交流できる「多世代交流施設」本市では、子どもから高齢者まで、さまざまな世代の市民が気軽に集い、学び、交流できる「多世代交流施設」
の整備に向けて検討を進めています。令和６年度には「西之表市多世代交流施設整備基本構想・基本計画」をの整備に向けて検討を進めています。令和６年度には「西之表市多世代交流施設整備基本構想・基本計画」を
策定し、施設の基本的な考え方や導入する機能などを整理しました。このたび、施設の具体的な姿を形にして策定し、施設の基本的な考え方や導入する機能などを整理しました。このたび、施設の具体的な姿を形にして
いくための基本設計業務について、公募型プロポーザルによる選定を行い、受託者が決定しました。いくための基本設計業務について、公募型プロポーザルによる選定を行い、受託者が決定しました。

　基 本 設 計 受 託 者 　M
マ ル

ARU。a
ア ー キ テ ク チ ャ ー

rchitecture ＋ D
ダ イ

ai 建築 D
デ ザ イ ン

ESIGN 設計共同企業体

　施 設 の コ ン セ プ ト 　みんなの居場所となり、市民のくらしを豊かにする公共空間

　主 な 機 能 　図書館、子育て支援センター、児童クラブ、教育支援センター、
　高齢者の通いの場、子どもの遊び場など

　西之表の伝統住宅に見　西之表の伝統住宅に見
られる「縁」のような場られる「縁」のような場
として、多世代交流施設として、多世代交流施設
をつくります。をつくります。
　誰でも気軽に訪れ、時　誰でも気軽に訪れ、時
には一人静かに、時に語には一人静かに、時に語
らいながら過ごすことがらいながら過ごすことが
できる開かれた空間を目できる開かれた空間を目
指します。指します。
　開かれた「縁」によっ　開かれた「縁」によっ
て、新たな出会いや交流、て、新たな出会いや交流、
つながりを生み出します。つながりを生み出します。

　※図は受託者の企画提案書に示された施設配置・空間イメージです。詳細については、今後の基本設計で具体化していきます。　※図は受託者の企画提案書に示された施設配置・空間イメージです。詳細については、今後の基本設計で具体化していきます。

　基本構想・基本計画を踏まえ、施設の規模、配置、諸室構成、動線、構造、設備、外構などを具体的に検　基本構想・基本計画を踏まえ、施設の規模、配置、諸室構成、動線、構造、設備、外構などを具体的に検
討します。利用者の利便性や多世代の交流、将来的な維持管理費、建設費などにも配慮しながら、市民に親討します。利用者の利便性や多世代の交流、将来的な維持管理費、建設費などにも配慮しながら、市民に親
しまれ、さまざまな世代がつながる施設を目指します。しまれ、さまざまな世代がつながる施設を目指します。

　基本設計の検討にあわせて、市役所正面玄関ロビーに施設の模型と意見　基本設計の検討にあわせて、市役所正面玄関ロビーに施設の模型と意見
箱を設置しています。箱を設置しています。
　模型や企画提案書をご覧いただき、提案内容に対するご意見や「こんな　模型や企画提案書をご覧いただき、提案内容に対するご意見や「こんな
場所がほしい」、「こんな使い方をしたい」といった施設への期待など、市場所がほしい」、「こんな使い方をしたい」といった施設への期待など、市
民の皆さまのご意見をお聞かせください。※企画提案書は市ホームページ民の皆さまのご意見をお聞かせください。※企画提案書は市ホームページ
及び右の QR コードからもご覧いただけます。及び右の QR コードからもご覧いただけます。
　なお、ご意見は、意見箱への投函のほか、右の QR コードからの回答、メー　なお、ご意見は、意見箱への投函のほか、右の QR コードからの回答、メー
ルや郵送でも受け付けています。ルや郵送でも受け付けています。
　※意見記入用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。　※意見記入用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。
　皆さまからいただいたご意見を今後の検討に活かし、子どもから高齢者　皆さまからいただいたご意見を今後の検討に活かし、子どもから高齢者
まで、誰もが気軽に集い、学び、交流できる「みんなの居場所」を目指しまで、誰もが気軽に集い、学び、交流できる「みんなの居場所」を目指し
て整備を進めていきます。て整備を進めていきます。

提　案　さ　れ　た　施　設　の　考　え　方提　案　さ　れ　た　施　設　の　考　え　方

こ　れ　か　ら　の　基　本　設　計こ　れ　か　ら　の　基　本　設　計

市 民 の 皆 さ ま の ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い市 民 の 皆 さ ま の ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い

■問合せ先・提出先
　市役所企画課政策推進係　☎ 22-1111 内線 211　メール seisaku@city.nishinoomote.lg.jp

▲設置期間：９月中旬～ 12 月末▲設置期間：９月中旬～ 12 月末

▶企画提案書、回答▶企画提案書、回答
　はこちらから　はこちらから
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⑧

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」により、市の財政状況を判断するために設けられた健全化判断比率
及び公営企業の資金不足比率の算定及び公表が義務付けられました。これにより令和７年度決算に基づく西之表市
の健全化判断比率及び資金不足比率をお知らせします。

■問合せ先　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111 内線 279・283
西之表市の健全化判断比率・資金不足比率

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準（※ 1） 財政再生基準（※ 2） 地方債
許可基準令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度

実質赤字比率 － － 14.22％ 14.29％ 20.00％ 10.00％
連結実質赤字比率 － － 19.22％ 19.29％ 30.00％
実質公債費比率 8.1％ 8.9％ 25.0％ 25.0％ 35.0％ 18.0％
将来負担比率 － － 350.0％ 350.0％

＊実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率は、実質赤字、連結実質赤字、将来負担がなく算定されないため「－」で
表示しています。
＊実質公債費比率は、平成 20 年度までは地方債許可移行基準 18％を超過し、地方債許可団体となっていましたが、公債費適正
化計画を策定して行財政改革など財政の健全化を図った結果、平成 21 年度は 17.6％と 18.0％を下回り、ようやく地方債発行に
許可を要しない協議団体に移行しました。

※ 1  早期健全化基準…地方公共団体が、財政収支が不均衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、自主
的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将
来負担比率のそれぞれについて定められた数値です。
※ 2  財政再生基準…地方公共団体が、財政収支の著しい不均衡その他の財政状況の著しい悪化により自主的な財政
の健全化を図ることが困難な状況において、計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結
実質赤字比率及び実質公債費比率のそれぞれについて、早期健全化基準を超えるものとして定められた数値です。 

１  健全化判断比率
　本市の 4 つの指標は、すべて健全化基準を下回っています。

令和７年度決算に基づく健全化判断比率等の状況

２  公営企業における資金不足比率
　本市の公営企業会計は次のとおり、資金不足はありません。

※ 3  経営健全化基準…地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、資金
不足比率について定められた数値です。

会計名 資金不足比率 経営健全化基準（※ 3） 企業債許可制移行基準（参考）R7 R6
 水道事業会計 － －

20％ 10％
 地方卸売市場特別会計 － －

＊資金不足がなく資金不足比率が算定されないため「－」で表示しています。
＊経営健全化基準は、健全化判断比率での早期健全化基準にあたるもので 20％を超えると経営健全化計画策定が義務付けら
れます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要
　平成 19 年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は平成 19 年度
決算から健全化判断比率と資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した上で議会に報告し、市民へ公表すること
が義務付けられました。

1  健全化判断比率の内容
　健全化法では、地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するためのもの
として、以下の４つの財政指標を「健全化判断比率」として定めています。

－ 11.16％
（負の数値の場合、黒字）

一般会計等の実質収支額（※6）
標準財政規模

－ 730,126
6,536,935

＝ ＝

①実質赤字比率
　一般会計等（普通会計）を対象としており、実質赤字額（※ 4）が標準財政規模（※ 5）に対する比率。赤字が生じ
た場合は、早期解消を図る必要があります。

《次ページへ続きます》
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⑨

《次ページへ続きます》

②連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対する比率。一部の会計で赤字が発生し
ていれば、市全体の財政は良いとはいえません。

－ 17,70％
（負の数値の場合、黒字）

連結実質赤字額（一般会計等の実質収支額＋公営企業
及び特別会計の資金不足額または資金剰余額）

標準財政規模
－ 1,157,316

6,536,935
＝ ＝

◆一般会計等の実質収支額（730,126 千円）、水道事業、地方卸売市場特会の資金不足額または資金剰余額（291,263
千円）、国保特会、介護特会、後期特会、交通災害特会の資金不足額または資金剰余額（135,927 千円）を足すと、
合計 1,157,316 千円となります。算定式にあてはめた結果、－ 17,70％となり実質赤字比率は発生しない「－」と
いうことになります。

③実質公債費比率（3 か年平均）
　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金（※ 7）の標準財政規模を基本とした額に対する比率。

※ 7  準元利償還金…公営企業など他の会計の公債費に対して一般会計から繰り出す経費や一部事務組合の公債費
に対する負担金などを指します。

◆地方債元利償還金（1,080,069 千円）、準元利償還金（208,060 千円）、特定財源（53,802 千円）、元利償還
金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額（834,515 千円）を算定式にあてはめた結果、令和 7 年度（単年
度）は 7.01127％となりました。実質公債費比率は通常 3 か年平均（令和５年度～令和７年度）で表すことから、
8.1％となります。

7.01127％
（R7）

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－
（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－
（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

399,812
5,702,420

＝ ＝

3 か年平均＝（R5：8.54922 ＋ R6：8.75558 ＋ R7：7.01127）　÷　3　＝　8.1％

④将来負担比率
　地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質
的な負債の標準財政規模に対する比率。

－ 49.0％

将来負担額（※ 8）－
（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

－ 2,795,973
5,700,369

＝ ＝

※ 4  一般会計等の実質赤字額…一般会計、特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字額。
※ 5  標準財政規模…地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模。
※ 6  実質収支額…その年度の収入と支出の実質的な差額。歳入歳出差引額から翌年度繰り越すべき財源を控除し
た額をいいます。

◆将来負担額（9,577,951 千円）、充当可能基金額（6,165,703 千円）、特定財源見込額（713,004 千円）、地方
債現在高に係る基準財政需要額算入額（5,495,217 千円）、元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入
額（836,566 千円）を、算定式にあてはめた結果、－ 49.0％となり将来負担比率は発生しない「－」ということ
になります。

※ 8  将来負担額…地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、特別会計に係る一般会計からの地方債償還に
充てるための繰入れ、一部事務組合が起こした地方債償還に係る負担見込額、退職手当予定額、設立法人の負債の
額に係る負担見込額をいいます。

◆歳入総額から歳出総額を差し引いた歳入歳出差引額（1,002,034 千円）に対して、翌年度へ繰り越すべき財源
（271,908 千円）を差し引いた実質収支額が 730,126 千円となります。標準財政規模が 6,536,935 千円で、算定式に
あてはめた結果、－ 11.16％となり実質赤字比率は発生しない「－」ということになります。
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２  財政の早期健全化と財政の再生
　地方公共団体は、健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上である場合には、当該健全化判断比率を公表
した年度の末日までに、「財政健全化計画」を定めなければなりません。
　また、再生判断比率（健全化判断比率の①、②、③）のいずれかが財政再生基準以上である場合には、当該再生
判断比率を公表した年度の末日までに、「財政再生計画」を定めなければなりません。

会計区分 対象会計名等

地
方
公
共
団
体

一般会計 一般会計等 一般会計

特別会計
公営事業会計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
交通災害共済事業特別会計

うち公営
企業会計

水道事業会計（法適用）
地方卸売市場特別会計（法非適用）

  一部事務組合
  広域連合

種子島地区広域事務組合、熊毛地区消防組合
鹿児島県後期高齢者医療広域連合
鹿児島県市町村総合事務組合
種子島産婦人科医院組合

  地方公社
  第三セクター等

種子島空港ターミナルビル（株）
（公社）西之表市農業振興公社
西之表市土地改良区

※
公
営
企
業
ご
と
に
算
定

実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

将
来
負
担
比
率
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

▽健全化判断比率等の対象となる会計
　健全化判断比率の対象となる会計の範囲を図示すると、次のとおりとなります。

３  資金不足比率の内容
　公営企業ごとの、資金不足額の事業の規模に対する比率（公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料
金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示す指標）。
　資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合には、「経営健全化計画」を定めなければなりません。

●健全化判断比率の経年変化
　実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計及び特別会計の実質収支が黒字であることから赤字は発
生していません。実質公債費比率は、単年度については昨年度より 1.74431 ポイント減少し、それに伴い３か年平
均も減少しました。将来負担比率については、地方債の現在高の減少や地方債償還額等に充当可能な基金の残高の
合計額の増加により、昨年度に引き続き将来負担比率は発生していません。
　しかしながら、県内 19 市との比較ではまだまだ十分な財政指数ではありません。長期振興計画と財政計画を連
動させることで、中長期的な視点に立って財政運営を行っていきます。

▽健全化判断比率の推移▽ 100

 50

  0

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率
将来負担比率

28 年度 29 年度 30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度

実
質
公
債
費
比
率
（
％
）

R6 年度 R7 年度

15

5

10 9.8
9.4

10.0

15.8

8.98.8 9.2
9.7

1.7

58.0

45.6 45.9

22.8

9.4

0.0

9.0

0.01.7 0.0 0.0

8.1
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お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報をお届けします。

～大切な家族と住まいを火災から守るために～
　日頃より、地域の消防行政へのご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 現在、熊毛地区消防組合
では、皆様の安全を確保するため「住宅用火災警報器（住警器）」の設置状況調査を行っています 。
　今回の調査は【西之表市のすべての世帯の皆様】にご回答をお願いしています。 
　これまでは職員が直接訪問していましたが、より多くの皆様が「いつでも・簡単に」お答えいただけるよう、
本年度よりスマートフォンやパソコンから回答できるオンライン方式を導入しました 。 
　「うちはまだ取り付けていない」「ついているか分からない」という場合でも、その状態をそのままご回
答いただくことが貴重なデータとなります。「未設置」や「不明」の選択肢もありますので、必ず全員のご
回答をお願いします。ご多忙の折とは存じますが、数分で終わる簡単なアンケートですので、ぜひ皆様の
ご協力をお願いします。

■問合せ先　熊毛地区消防組合　西之表消防署 予防係　☎ 22-0119　HP：http://kumage-119.jp/

【 全 世 帯 対 象 】 住 宅 用 火 災 警 報 器 の 「 全 員 調 査 」 ご 協 力 の お 願 い

▲ QR コード▲ QR コード
はこちらからはこちらから

ハロウィンジャンボ宝くじ・ハロウィンジャンボミニ発売

■問合せ先　鹿児島県市町村振興協会　☎ 099‐206‐1001

　今年のハロウィンジャンボは、1 等・前後賞合わ
せて４億円。同時発売のハロウィンジャンボミニは、
1 等・前後賞合わせて 4,000 万円となっています。

【発売期間】９月 16 日（水）～ 10 月 16 日（金）
【抽選日】10 月 26 日（月）
※宝くじ公式サイトからネット購入も可能です。
◎ハロウィンジャンボ宝くじ
　1 等 / ２億円× 12 本
　1 等の前後賞各 /1 億円× 24 本
　1 等の組違い賞 /10 万円× 1,188 本
　2 等 / １億円× 24 本

　3 等 /100 万円× 120 本 他
　※発売総額 360 億円（12 ユニットの場合）
◎ハロウィンジャンボミニ
　1 等 /2,000 万円× 50 本
　1 等の前後賞各 /1,000 万円× 100 本
　2 等 /100 万円× 100 本
　3 等 /1 万円× 200,000 本 他
　※発売総額 150 億円（5 ユニットの場合）
この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

【お願い・注意事項】
　・回答期限：令和８年 10 月 31 日（土）まで
　・個人情報の保護：お預かりした情報は、消防
　　組合の厳重な管理のもと、設置状況の把握・
　　統計のみに使用し、それ以外の目的には一切
　　使用いたしません 。
　・設置の重要性：火災警報器の
　　設置は、火災の早期発見に繋
　　がり、命を守るために非常に
　　重要です。この機会に、ぜひ
　　ご自宅の警報器の点検も併せ
　　てお願いします 。

【回答方法】
　お手持ちのスマートフォン等で、右の QR コー
ドを読み取り、回答フォームへお進みください。
　PC から回答する場合は、以下の熊毛地区消防組
合のホームページから回答をお願いします。

【調査内容および回答に関するご案内】
　・火災警報器が設置されているか
　・設置されている場合は、その時期
　・ご高齢のご家族が同居されている場合は、代理
　　でのご回答も可能です。
　・インターネット環境がない場合や操作が難しい
　　場合は、電話での聞き取りによる回答にも対応
　　していますので、予防係までご連絡ください。

■問合せ先　鹿児島県司法書士会　☎ 099-248-8270　

司法書士・土地家屋調査士・税理士による「無料法律・登記・税務相談所」開設
　鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士
会及び南九州税理士会鹿児島県連合会では、10 月
1 日の「法の日」にちなんだ記念事業として、以
下のとおり「無料法律・登記・税務相談所」を開
設します。

【日時】10 月３日（土）午前 10 時～午後 4 時
【場所】中種子町中央公民館　小会議室

（中種子町野間 5186 番地）

【相談内容】①土地建物の登記に関する事項  ②土
地の地積、分筆、測量、境界に関する事項  ③会
社の登記に関する事項  ④所得税、贈与税、相続税、
その他税務一般に関する事項  ⑤遺言等  ⑥成年後
見手続  ⑦裁判手続きや裁判所に提出する書類の
相談等  ⑧消費者金融問題、架空請求問題  ⑨供託
に関する事項
　など、さまざまなご相談に対応しますので、ぜ
ひお気軽にご利用ください。
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種
子
島
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
近
頃
は
小
学
校
や
中
学

校
の
支
援
会
議
に
参
加
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
支
援
会
議
と
は
、
保
護
者
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含
め

た
子
ど
も
の
関
係
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主
に
学
校
な
ど
で
一
堂
に
会
し
、
学
習
や
生
活
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す
る
様
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情

報
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共
有
し
、
よ
り
良
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支
援
の
方
向
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を
み
ん
な
で
検
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す
る
た
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会
議
で
す
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検
査
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客
観
的
な
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を
共
有
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が
ら
話
し
合
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れ
る
こ
と
も
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ま
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。

　
支
援
会
議
を
開
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ご
家
族
や
学
校
の
先
生
方
の
他
に
、
リ
ハ
ビ
リ

の
担
当
者
、
相
談
支
援
専
門
員
、
子
ど
も
が
利
用
し
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い
る
事
業
所
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と
い
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様
な
参
加
者
の
様
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か
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の
こ
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深
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知
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で
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取
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■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312

西之表市国民健康保険に加入中の方で特定健診等を西之表市国民健康保険に加入中の方で特定健診等を
まだ受けていない方は再度、ご確認ください！まだ受けていない方は再度、ご確認ください！

< １．受診券（A4、うぐいす色）は届いていますか？ >
　特定健診等を無料で受けられる受診券をご自宅に郵送しています。　特定健診等を無料で受けられる受診券をご自宅に郵送しています。
　年度途中で国民健康保険に加入された方には随時郵送しています。受診券が届いていない方や　年度途中で国民健康保険に加入された方には随時郵送しています。受診券が届いていない方や
受診券を紛失された方は国保年金係窓口にて再発行ができます。受診券を紛失された方は国保年金係窓口にて再発行ができます。

国　　保　　だ　　よ　　り国　　保　　だ　　よ　　り

< ２．今後の集団健診日程や受診可能な医療機関は分かりますか？ >
●●今年度最後の集団健診を今年度最後の集団健診を 11 月 24 日（火）11 月 24 日（火）とと 11 月 25 日（水）11 月 25 日（水）に実施します。に実施します。
　　校区・集落ごとに受付時間を設定しています。詳しい日程は、10 月 26 日発行の市政の窓 11 月校区・集落ごとに受付時間を設定しています。詳しい日程は、10 月 26 日発行の市政の窓 11 月
号にて、お知らせ予定です。号にて、お知らせ予定です。

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8：00 ～ 11：00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

種子島医療センター
☎ 0570‐090960
（ガイダンス１）

要予約
（３日前まで３日前まで）

〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

●特定健診等は以下の医療機関でも受診可能です。●特定健診等は以下の医療機関でも受診可能です。（（令和９年 1 月 29 日（金）まで令和９年 1 月 29 日（金）まで））

●たね Pay ポイント付与情報（20 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者対象）●たね Pay ポイント付与情報（20 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者対象）
　令和８年７月に特定健診（集団健診、個別健診、人間ドック等）を受診された方へのたね Pay ポイント付与に　令和８年７月に特定健診（集団健診、個別健診、人間ドック等）を受診された方へのたね Pay ポイント付与に
ついては、令和８年９月下旬を予定しています。ついては、令和８年９月下旬を予定しています。

⑫市政の窓 2026.10 月号



種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　① 米を洗ってザルにあげ水気をよく切る。炊飯釜に米とだし汁を入れ、30 分ほど浸けておく。
　② 鶏肉は 1cm 角に切り、人参はいちょう切り、しめじとまいたけはほぐし、椎茸は千切りにする。
　　ごぼうはさきがきにして、水にさらしザルに上げる。油揚げはさっと湯通しして、半分に切って
　　から細切りにし、竹の子は 1cm の細切りにする。あさりは缶詰を使うときは汁ごと使う。（ベビー
　　ホタテでも良い）
　③ フライパンにごま油を熱し鶏肉を入れて炒める。色が変わったらその他の具材をすべて加えて炒める。
　④ しんなりしてきたらⒶを加え水分がなくなるまで炒め、冷ましておく。
　⑤ ①の炊飯器にⒷと④の具を加え、軽く混ぜ合わせて普通に炊く。
　⑥ 炊きあがったご飯を盛り付け、グリンピースを散らす。

「 キ ノ コ の 炊 き 込 み ご 飯 」「 キ ノ コ の 炊 き 込 み ご 飯 」
第 233 弾第 233 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233
協力　西之表市食生活改善推進員連絡協議会

【材料】（５人分）
・米…３合
・鶏もも肉…150g
・人参…45g
・しめじ…１袋
・まいたけ…１袋
・椎茸…３枚
・ごぼう…1/4 本
・油揚げ…１枚
・竹の子…60g

・あさりの身…100g
・グリンピース…少々
・だし汁…水 480cc、鶏ガラ
　　　　  スープの素 大さじ１
Ⓐ［砂糖…大さじ１

濃口醤油…大さじ１

Ⓑ［薄口醤油…大さじ３
料理酒…大さじ３
シーチキン缶…小さじ１

市
長
独
言

№ 114
…
種
子
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

　
種
子
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
終
了
後
初
め
て
の
体
育
大
会
が
９
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。

直
近
の
雨
天
続
き
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
排
水
対
策
の
効
果
が
あ
っ
て
、

き
わ
め
て
良
好
な
状
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
改
修
前
は
、
雨
で
表
土
が
流
さ
れ
る
と
ガ
ラ
ス
片
な
ど
が
露
出
す
る
こ
と
が
あ
り
、
戦
時
中

の
空
襲
で
被
災
し
た
校
舎
の
残ざ
ん
が
い骸

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
生
徒
ら
の
安
全
確
保
の
た
め
に
整
備
が

急
が
れ
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
実
施
設
計
に
着
手
。
翌
年
、
土
砂
を
掘
削
し
て
敷
地
造

成
に
か
か
り
、
排
水
設
備
（
側
溝
、
暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
管
）
を
整
え
、
さ
ら
に
球
技
の
際
に
ボ
ー
ル
が▲防球ネットに囲まれたグラウンド▲防球ネットに囲まれたグラウンド

周
辺
の
住
宅
地
に
飛
び
出
な
い
よ
う
に
防
球
ネ
ッ
ト
（
高

さ
10
メ
ー
ト
ル
、
全
長
３
８
０
メ
ー
ト
ル
、
柱
43
本
）
を

め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
腰
壁
や
ネ
ッ
ト
裏

の
観
覧
席
が
完
成
し
た
の
は
今
年
７
月
。
足
か
け
４
年
に

わ
た
る
事
業
（
計
約
３
億
２
千
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
種
子
島
中
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
、
市
内
の
６
中

学
校
が
統
合
し
新
設
開
校
し
て
い
ま
す
。
そ
の
３
年
前
に

種
子
島
実
業
高
等
学
校
と
種
子
島
高
等
学
校
の
２
校
を
再

編
し
新
設
種
子
島
高
校
が
旧
種
子
島
実
業
高
校
の
敷
地
に

開
校
。
そ
の
後
、
旧
種
子
島
高
校
の
敷
地
に
種
子
島
中
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
、
体
育
大
会
は
第
18
回
を
数
え
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
れ
ば
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
設
立
さ
れ
た
県
立
第
一
鹿
児
島
中
学
校
分
校
が

２
９
（
昭
和
４
）
年
、
県
立
種
子
島
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
に
西

之
表
に
空
襲
が
あ
り
、
死
者
（
軍
人
３
、
市
民
３
）、
行
方
不
明
（
軍
人
４
、
市
民
13
）、
住
家

全
焼
62
棟
、
非
住
家
全
焼
13
棟
の
大
被
災
。
こ
の
た
め
全
学
校
が
１
年
間
授
業
停
止
と
な
り
、

４
月
に
校
舎
を
日
本
軍
駐
屯
部
隊
が
兵
舎
と
し
て
使
用
を
始
め
た
４
日
後
、「
空
襲
に
よ
り
、
種

子
島
中
学
校
全
焼
し
、
軍
人
に
負
傷
四
、
死
者
二
名
を
出
す
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
西

之
表
市
年
表
」）

　
戦
後
81
年
、
よ
う
や
く
戦
争
の
痕
跡
を
消
し
去
っ
た
校
庭
を
走
り
、
跳
ぶ
生
徒
た
ち
の
姿
を

ま
ぶ
し
く
眺
め
ま
し
た
。
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■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　☎ 22‐1111 内線 215

　令和８年６月１日に地域おこし協力隊 持続可能　令和８年６月１日に地域おこし協力隊 持続可能
な地域づくり担当として着任しました、名定 啓介な地域づくり担当として着任しました、名定 啓介
です。着任直後からたくさんの方から温かなお声がです。着任直後からたくさんの方から温かなお声が
けをいただきありがとうございます。兵庫県出身、けをいただきありがとうございます。兵庫県出身、
大阪府池田市の自宅（伊丹空港の近く）からの単身大阪府池田市の自宅（伊丹空港の近く）からの単身
赴任です。これまでの仕事は製造業での生産システ赴任です。これまでの仕事は製造業での生産システ
ム・営業・広報など 39 年、直近２年間は大学院でム・営業・広報など 39 年、直近２年間は大学院で
知的財産を勉強していました。知的財産を勉強していました。
　西之表市での担当業務「持続可能な地域づくり」　西之表市での担当業務「持続可能な地域づくり」
については校区・集落各所の皆様の素晴らしい取組については校区・集落各所の皆様の素晴らしい取組
みを学ぶことから始めています。みを学ぶことから始めています。
　趣味は 1980 年代懐メロの歌唱、自宅で機器を　趣味は 1980 年代懐メロの歌唱、自宅で機器を
つないで歌ったりしています。体力づくりはジョギつないで歌ったりしています。体力づくりはジョギ
ングと水泳、７月から８月は市営プールで時々泳ぎングと水泳、７月から８月は市営プールで時々泳ぎ
ました。プールでは状態を常時見守っていただいてました。プールでは状態を常時見守っていただいて
いて、安心して泳げることに感謝です。「見守り」、いて、安心して泳げることに感謝です。「見守り」、
持続可能な地域づくりでの重要テーマだと感じてい持続可能な地域づくりでの重要テーマだと感じてい
ます。来年は市内の美しい海で泳ぐ回数を増やしたます。来年は市内の美しい海で泳ぐ回数を増やした
いです。また、「ホームページ knasada.com」をいです。また、「ホームページ knasada.com」を
30 年続けており、nifty と note でブログ投稿をし30 年続けており、nifty と note でブログ投稿をし
ていますので、ご覧いただけますと幸いです。ていますので、ご覧いただけますと幸いです。
　　　　　地域おこし協力隊　　　　　地域おこし協力隊
　　　　　持続可能な地域づくり担当　名定　啓介　　　　　持続可能な地域づくり担当　名定　啓介

Vol.6

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。
◆関東種子島会 ～今年も盛大に開催～◆
　８月 30 日（日）、東京都内で関東地区出郷者の会「関東
種子島会」が開催されました。関東内外から約 200 人の参
加があり、川中美幸さんの「暖流桜」を参加者全員で歌っ
たり、おはら節を踊ったり、お楽しみ抽選会があるなど、
盛りだくさんで賑やかな総会・懇親会となりました。
　また、「教育資金に充ててほしい」ということで、同会か
ら種子島中学校と種子島高等学校へ寄付金が贈られました。

■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111 内線 214

▲桑山会長から寄付金の贈呈▲桑山会長から寄付金の贈呈
出郷者団体に加入しませんか？
島外にお住まいのご親戚・ご友人にもぜひお声がけください。
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№ 284

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

第
４
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
！

ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講
座

　

８
月
４
日
（
火
）
か
ら
８
月
５
日
（
水
）
に
か
け
て
、

西
之
表
市
立
図
書
館
で
ブ
ッ
ク
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
講

座
を
実
施
し
、
市
内
の
小
中
学
生
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
（
木
）
に
第
４
回
ま
な
び
～
隊
活
動
を
実
施
し
、

　
８
月
６
日
（
木
）
に
第
４
回
ま
な
び
～
隊
活
動
を
実
施
し
、

市
内
の
小
学
生

市
内
の
小
学
生
2424
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
泊
２
日
の
宿
泊

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
泊
２
日
の
宿
泊

体
験
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
接
近
に
伴
い
、
急
遽
１

体
験
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
接
近
に
伴
い
、
急
遽
１

日
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

日
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
市
民
会
館
で
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
竹
水
て
っ
ぽ

　
午
前
は
、
市
民
会
館
で
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
竹
水
て
っ
ぽ

う
作
り
、
サ
マ
ー
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
竹
水

う
作
り
、
サ
マ
ー
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
竹
水

て
っ
ぽ
う
作
り
で
は
、
竹
に
布
を
巻
き
付
け
る
作
業
に
苦
戦
し

て
っ
ぽ
う
作
り
で
は
、
竹
に
布
を
巻
き
付
け
る
作
業
に
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
完
成
後
の
試
し
撃
ち
で
は
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し

て
い
ま
し
た
が
、
完
成
後
の
試
し
撃
ち
で
は
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
サ
マ
ー
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
で
は
、

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
サ
マ
ー
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出
に
残
る
特
別
な
逸
品
を
仕
上
げ
る
こ
と

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出
に
残
る
特
別
な
逸
品
を
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
午
後
は
、
市
民
体
育
館
へ
移
動
し
、
ま

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
午
後
は
、
市
民
体
育
館
へ
移
動
し
、
ま

な
び
～
ネ
プ
リ
ー
グ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ
ー
ツ
、
割
り
ば
し
鉄

な
び
～
ネ
プ
リ
ー
グ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ
ー
ツ
、
割
り
ば
し
鉄

砲
射
的
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
、
大
い

砲
射
的
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
、
大
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■問合せ先■問合せ先
　種子島高校　☎２２‐１２７０　種子島高校　☎２２‐１２７０ ▲▲ HPHP種子高ウインド種子高ウインド

シリーズシリーズ No.12No.12

種子島高校放送部　第 73 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト出場
　毎年５月に NHK 全国高校放送コンテスト鹿児島県予選大会
が実施されます。種子島高校放送部はこの大会の「テレビドキュ
メント」部門に出場し、優秀賞（鹿児島県第２位）をいただき
全国大会への出場権を獲得しました（第４位までが全国大会に
出場）。本校が出品した作品は、新型コロナウイルス感染症の
影響などにより中断されていた種子島高校の行事「カシミア号
遠行」９年ぶりの復活を題材にしたものです。かつて遠行を経
験した卒業生のインタビューを交えながら、行事の復活が決
まってから当日までの在校生の気持ちの変化を表現しました。
全国大会は、７月 20 日から東京の国立オリンピック記念青少
年総合センターと NHK ホールで行われました。残念ながら入
賞することはできませんでしたが、同じ目標を持つ全国の高校
生と交流することで貴重な経験となりました。今大会への参加
に際し、ご協力いただいた皆様方に感謝申し上げます。

放送部　普通科３年　濱放送部　普通科３年　濱添添 星美さん 星美さん
　入部してからの３年間、あっという間に過ぎた部活動生活でした。パソコンの使い方さえおぼつかなかった私は、顧　入部してからの３年間、あっという間に過ぎた部活動生活でした。パソコンの使い方さえおぼつかなかった私は、顧
問の先生と、たった４か月ほどしか一緒に活動できなかった３人の先輩方にたくさんのことを教わりました。放送は高問の先生と、たった４か月ほどしか一緒に活動できなかった３人の先輩方にたくさんのことを教わりました。放送は高
校から始めても考え方や作り方を工夫することで、経験のない人でも全国大会を目指すことができます。努力した分校から始めても考え方や作り方を工夫することで、経験のない人でも全国大会を目指すことができます。努力した分
だけ評価されることが本当に嬉しかったです。先輩方が引退されてからは部員１人きりでの活動となり、不安もありまだけ評価されることが本当に嬉しかったです。先輩方が引退されてからは部員１人きりでの活動となり、不安もありま
したが、周囲の支えのおかげで最後まで走り抜くことができました。私の卒業をもって放送部の歴史は一度区切りをしたが、周囲の支えのおかげで最後まで走り抜くことができました。私の卒業をもって放送部の歴史は一度区切りを
迎えます。しかし、これから入ってくる後輩たちが、伝統ある種子島高校の放送部をもう一度つくり上げてくれることを迎えます。しかし、これから入ってくる後輩たちが、伝統ある種子島高校の放送部をもう一度つくり上げてくれることを
願っています。願っています。

　

図
書
館
長
の
講
話
、
館
内
見
学
、

業
務
説
明
、
読
み
聞
か
せ
講
座
、
豆

本
講
座
、
読
み
聞
か
せ
実
践
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
豆
本
講
座
で
は
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
絵

本
製
作
等
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、

齋
藤 
真
理
子
（
さ
い
と
う 

ま
り
こ
）

さ
ん
を
講
師
に
、
本
の
仕
組
み
に
つ

い
て
の
学
習
や
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

豆
本
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
無
事
に
ブ
ッ
ク
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑮ 市政の窓2026.10 月号



消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
定
期
購
入
に
注
意
！

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
医
薬
品
を
購
入
し
た
ら
定
期
購
入
だ
っ
た
、
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
一
般
用
医
薬
品
」
に
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
医
薬
品
に
は
副
作
用

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
実
際
に
使
用
し
て
み
な
い
と
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
な

ど
の
判
断
が
困
難
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
か
、
事
前
に
薬
剤
師
や
医
師
等

の
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
購
入
は
、
一
定
期
間
継
続
し
て
商
品
を
使
用
す
る
こ
と
が
前
提
の
購

入
方
法
で
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
医
薬
品
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
含

め
、
よ
り
い
っ
そ
う
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
S
N
S
等
の
広
告
表
示
で
は
定
期
購
入
が
条
件
だ
と
分
か
り
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
最
終
確
認
画
面
で
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か

等
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
広
告
表

示
や
最
終
確
認
画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

【参考】見守り新鮮情報   第 547 号 (2026 年７月 30 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　　イラスト：黒崎 玄

　
動
画
配
信
サ
イ
ト
の
広
告
で
見
た
、
手
足
の

し
び
れ
が
取
れ
る
と
い
う
医
薬
品
を
購
入
し

た
。
お
試
し
の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ
ら
定
期

購
入
だ
っ
た
。
仕
方
な
く
数
回
使
用
し
た
が
、

発
疹
等
の
症
状
が
出
た
た
め
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
使
用
し
な
い
よ
う

に
と
言
わ
れ
た
。
昨
日
、
２
セ
ッ
ト
分
の
医
薬

品
が
届
い
た
た
め
、
体
に
合
わ
な
い
の
で
返
品

し
た
い
と
連
絡
し
た
が
、
定
期
購
入
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
解
約
で
き
な
い
と
断
ら

れ
た
。
返
品
し
た
い
。（
60
歳
代
）

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
年金生活者支援給付金制度について

世帯構成が変更になった場合等
　所得等の要件により不該当となった方でも、世帯構成の変
更や所得額の更正等により支給要件に該当した場合は、改め
て請求書をご提出いただくことで受給することができますの
で、お早めにご相談ください。

※日本年金機構や厚生労働省から、電話で口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求め※日本年金機構や厚生労働省から、電話で口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求め
ることはありません。「年金生活者支援給付金」をかたる詐欺にご注意ください。ることはありません。「年金生活者支援給付金」をかたる詐欺にご注意ください。

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入金額やその他の所得が一定基準額以下の
年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

原則、請求月の翌月から
お支払いスタートなので、
手続きはお早めに！

　・65 歳以上で老齢基礎年金を受けている。
　・請求される方の世帯全員の市町村民税が非課税となっている。
　・前年の公的年金等の収入金額とその他の所得（給与所得や利子所得など）との合計金額が
　　909,000 円以下である。

老齢基礎年金を受給されている方老齢基礎年金を受給されている方

　・障害基礎年金を受けている。
　・前年の所得が 4,794,000 円＊以下である。（＊扶養親族等の数に応じて増額）

障害基礎年金を受給されている方障害基礎年金を受給されている方

　・遺族基礎年金を受けている。
　・前年の所得が 4,794,000 円＊以下である。（＊扶養親族等の数に応じて増額）

遺族基礎年金を受給されている方遺族基礎年金を受給されている方
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地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

低栄養にご注意を！

宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

　
火
星
衛
星
探
査
計
画
（
Ｍ
Ｍ
Ｘ
： 

Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ　
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
ｓ　

ｅ
Ｘ
ｐ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
探

査
機
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
10

号
機
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
次
の
と

お
り
打
上
げ
予
定
で
す
。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
10
月
20
日
（
火
）午前

４
時
41
分
03
秒

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
10
月
21
日
（
水
）
～11

月
７
日
（
土
）

　
Ｍ
Ｍ
Ｘ
は
、
は
や
ぶ
さ
２
が
小
惑

星
に
向
か
い
、
そ
の
表
面
の
砂
や
岩

石
を
採
取
し
て
地
球
に
持
ち
帰
る
と

い
う
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
探
査
を
、

人
類
初
の
火
星
衛
星
フ
ォ
ボ
ス
で
行

う
計
画
で
す
。

　
２
０
２
７
年
度
に
火
星
周
回
軌
道

へ
投
入
さ
れ
、
２
０
３
１
年
度
に
地

球
に
帰
還
す
る
予
定
で
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
10
号
機
の

打
上
げ
に
つ
い
て

（
記
事
の
内
容
は
９
月
１
日
現
在
）

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を開

催
し
ま
し
た

　
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
８
月
21

日
（
金
）
～
８
月
23
日(

日)

の
３

日
間
で
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
『
電
気

で
実
験
し
よ
う
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

乾
電
池
と
豆
電
球
を
使
っ
た
実
験
で

は
、
直
列
つ
な
ぎ
と
並
列
つ
な
ぎ
を

体
験
し
な
が
ら
電
気
の
基
本
を
学
ん

で
い
た
だ
き
、
多
く
の
親
子
連
れ
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　“食” は、こころとからだの原点です。おいしく食べる・楽しく食べることは、これからの人生を豊かに　“食” は、こころとからだの原点です。おいしく食べる・楽しく食べることは、これからの人生を豊かに
過ごすための秘訣です。年齢を重ねることで食事がおろそかになっていませんか？過ごすための秘訣です。年齢を重ねることで食事がおろそかになっていませんか？
　高齢期では加齢や疾病、薬の影響、咀嚼・嚥下機能の低下、社会的孤立などにより食欲低下や食事量の　高齢期では加齢や疾病、薬の影響、咀嚼・嚥下機能の低下、社会的孤立などにより食欲低下や食事量の
減少が起こりやすく、低栄養状態になりやすいです。低栄養はフレイル（老化に伴い筋力や活動が低下し減少が起こりやすく、低栄養状態になりやすいです。低栄養はフレイル（老化に伴い筋力や活動が低下し
ている状態）や転倒、要介護状態のリスクを高めるため、栄養管理は健康寿命の延伸に直結します。ている状態）や転倒、要介護状態のリスクを高めるため、栄養管理は健康寿命の延伸に直結します。

□  1 日３食しっかり食べる
□  何でも食べましょう～“ばっかり” 食べをしない
□  たんぱく質が不足しないように
□  食塩は控えめに
□  水分をとりましょう
□  食欲がない時は、好きなものを優先して

●適正体重を維持しましょう●適正体重を維持しましょう
　BMI（適正体重の目安になる指数）＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）　BMI（適正体重の目安になる指数）＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
65 歳以上の目標とする BMI：21.5 ～ 24.965 歳以上の目標とする BMI：21.5 ～ 24.9

●ご自身の食習慣を確認しましょう●ご自身の食習慣を確認しましょう

●高齢期に必要な栄養素を確認しましょう●高齢期に必要な栄養素を確認しましょう
　主食：エネルギー源　主食：エネルギー源
　　　　　（ごはん、パン、麺）　　　　　（ごはん、パン、麺）
　主菜：たんぱく質を主とする料理　主菜：たんぱく質を主とする料理
　　　　　（肉・魚・卵・大豆製品・豆腐など）　　　　　（肉・魚・卵・大豆製品・豆腐など）
　副菜：ビタミン・ミネラル・食物繊維　副菜：ビタミン・ミネラル・食物繊維
　　　　　（野菜・海藻・きのこ類・豆類）　　　　　（野菜・海藻・きのこ類・豆類）

フレイル予防にたんぱく質は不可欠！フレイル予防にたんぱく質は不可欠！
筋肉や免疫力を落とさないために毎食筋肉や免疫力を落とさないために毎食
取り入れるようにしましょう！！取り入れるようにしましょう！！

１日２回以上、主食・主菜・副菜を組み合わせて１日２回以上、主食・主菜・副菜を組み合わせて
食べましょう食べましょう
　主食　　　　　　主菜　　　　 　　副菜　主食　　　　　　主菜　　　　 　　副菜

＋＋＋＋

　

宇
宙
科
学
技
術
館
１
階
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
エ
リ
ア
の
イ
ン
フ
ォ
ボ
ー
ド

「
探
査
機
は
今
」
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
日
本
の
探
査
機
と

太
陽
系
の
各
惑
星
の
特
徴
な
ど
を
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
宇
宙
探
査
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
探
査
機
は
今
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
に
開
催
予

定
の
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公

開
に
て
、
地
元
飲
食
店
や
団
体
の
皆

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
特
別
公
開

２
０
２
６
へ
の
出
展
者
募
集
中
‼▲お申込みはこちら▲お申込みはこちら

さ
ま
に
よ
る
出
店

を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
！
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
7
月
受
付
分
）

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 
う
ぶ
ご
え
（
～
9
月
10
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

進
藤
　
陽ひ
い
ろ彩

女
礼
恩
・
唯
夏

美
浜
町

古
一
　
瑛え
い
と翔

男
龒
人
・
美
咲

川
迎

小
倉
　
想そ
う

男
貴
仁
・
七
恵

花
里
崎

折
口
　
繭ま
ゆ

男
毅
・
奈
歩

大
平

柳
野
　
羽う
い衣

女
侑
斗
・
星
月

松
畠

小
山
田
　
絵え
な菜

女
傑
・
佳
奈

上
之
原
町

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
9
月
10
日
受
付
分
）

（
氏
　
名
）　

（
年
齢
）（
住
所
）

秋
山
　
富
藏

89

美
浜
町

牧
山
　
克
郎

86

池
之
久
保

茅
野
　
繁

89

久
保
田

甲
斐
　
和
子

74

武
部

廣
口
　
留
利
子

74

浅
川

西
川
　
愛
子

74

武
部

前
野
　
良
一

84

柳
原

中
村
　
シ
ノ

98

武
部

川
下
　
三
喜
江

92

塰
泊

岩
坪
　
淳
子

88

美
浜
町

石
寺
　
ミ
ヨ
子

96

下
石
寺

中
村
　
マ
サ
子

95

国
上
中
目

牧
瀬
　
サ
ダ
子

95

小
牧

山
本
　
シ
ズ
カ

99

能
野
里

安
元
　
那
智
子

82

池
野

小
田
　
久
江

93

野
木
平

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

深
見
　
弘
子

桜
園

深
見
　
小
百
合

林
原
　
郁
代

浦
田

岩
重
　
ヨ
リ
子

脇
田
　
博
文

田
之
脇

脇
田
　
孝
徳

三
枝
　
久
光

美
浜
町

三
枝
　
敏
邦

名
越
　
寿
生

西
町

名
越
　
和
子

坂
元
　
清
美

庄
司
浦

坂
元
　
ナ
ツ

※
一
般
寄
附
　
七
夕
寄
席
実
行
委
員
会

小
倉
　
新
二

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま

す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
ペ
ー
ジ
の
住
所
欄
に
つ
い
て
は
、
届
出

の
あ
っ
た
住
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲市ホームページ
はこちら

市長の主な動静（令和８年８月）
　市ホームページもご覧ください。

８月 活　動　内　容

１日（土）第 58 回中種子町よいら～いき祭り
校区民と市長の語る会（住吉）

４日（火）令和８年度第１回県環境審議会
校区民と市長の語る会（立山）

５日（水）
市みどり推進協議会総会
第 64 回県生活安定審議会
令和８年度第１回区長会と市長との
意見交換会

７日（金）校区民と市長の語る会（中割）

西之表市　市長の動静
※市政の窓掲載記事以外の主な市長の
　動静を掲載しています。

10 日（月）反核・平和の火リレー要望書受け取り
市野菜価格安定制度運用審議会臨時総会

18 日（火）消防操法模擬審査
19 日（水）令和８年度第２回県市長会定例会
21 日（金）子牛せり
22 日（土）第 57 回種子島鉄砲まつりレセプション
27 日（木）熊毛地域土木事業連絡会
30 日（日）関東種子島会総会
31 日（月）県選出国会議員への要望活動

（
氏
名
）　
　
　
　
　（
住
所
）

西
川
　
聖
也
　
　
　
松
畠

　
　
＆

野
下
　
千
優
　
　
　
川
迎

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
～
9
月
10
日
受
付
分
）

中
村
　
満

73

野
首

横
馬
場
　
ア
イ
子

93

下
郷

落
合
　
淑
子

85

寺
之
門

沖
𠮷
　
前
澄

96

桜
園

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

猛
暑
過
ぎ
蝉
鳴
く
声
も
遠
く
な
り
夕
日
の
浜
辺
散
歩
す
る
人
あ
り

給
食
に
新
米
提
供
の
南
種
子
町
お
い
し
か
っ
た
と
子
供
の
笑
顔

彼か

の
女ひ
と

を
胸
に
秘
め
し
幾
年
月
い
ま
だ
実
ら
じ
や
ま
ぶ
き
の
花

お
盆
前
墓
は
賑
や
か
あ
ち
こ
ち
で
「
元
気
じ
ゃ
っ
た
か
」
と
ホ
ー
キ
片
手
に

湯
の
中
に
双
葉
の
如
き
形
し
て
今
年
の
新
茶
が
じ
ん
わ
り
開
く

父
か
ら
の
小
包
開
け
て
広
が
る
は
鮮
烈
な
匂
い
青
山
椒
な
り

も
く
も
く
と
噴
煙
は
き
だ
す
桜
島
力
強
さ
に
我
も
負
け
じ
と

疎
開
と
う
あ
の
忌
わ
し
き
戦
争
の
跡
を
た
ど
ら
む
大
口
に
往
く

温
暖
化
豪
雨
災
害
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
ダ
ブ
ル
台
風
氷
河
崩
落

上
方
の
君
に
つ
な
が
る
天
の
川
多た

ね禰
か
ら
流
す
思
慕
の
笹
舟

待
合
室
「
絵
本
よ
ん
で
」
の
幼
子
に
読
み
聞
か
す
父
低
き
声
に
て

熊
本
を
ま
た
も
大
地な

い震
襲
い
来
て
こ
の
猛
暑
日
の
被
災
者
思
う

鉄
浜
に
良
い
波
サ
ー
フ
ァ
ー
夢
中
な
り

夏
休
み
ス
イ
カ
を
食
べ
て
一
休
み

夏
休
み
終
わ
り
し
頃
に
宿
題
し

受
話
器
置
き
娘
帰
る
日
赤
い
ま
る

村
之
町
・
岩
崎
　
真
一

桜
が
丘
・
岩
坪
　
純
子

東
町
・
鎌
田
　
宗
信

天
神
町
・
川
﨑
　
正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑
　
和
子

南
種
子
町
・
佐
伯
　
圭
子

下
能
野
・
髙
𣘺
　
ミ
ユ
キ

小
牧
・
田
上
　
容
正

柳
原
・
中
野
　
多
輝
子

塰
泊
・
中
林
　
廉

東
町
・
日
髙
　
房
子

中
野
・
𠮷
原
　
三
保
子

中
野
・
和
田
　
肇

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
け
み

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
か
つ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
う
こ

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出 火 件 数　　０件
う ち 建 物　　０件

［救　急］
出 動 件 数　　62 件
う ち 急 病　　39 件

８月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　　３件
死 者　　０人
負 傷 者　　３人

９月 10 日現在
（R ８年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,422 3,643 7,065 3,954
上西 213 235 448 262
下西 1,137 970 2,107 1,267
国上 434 437 871 531
伊関 157 181 338 205
安納 164 165 329 189
現和 492 498 990 613
安城 119 114 233 142
立山 46 38 84 54
中割 31 25 56 41
古田 148 179 327 188
住吉 372 401 773 469

［校区別］

［人口］
全体 13,621 人（－ 16）
男性 6,735 人（－ 1）
女性 6,886 人（－ 15）

［世帯数］
世帯 7,915（－ 6）

（　）内の数字は前月比

８月末現在
人人口・世帯口・世帯

10 月 当番スタンド

４日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

11 日 ㈱有馬石油店（西町）

18 日 ㈱三栄石油商会（天神町）
25 日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告 広告広告

青果状況【８月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 72 54 1,317 192
葉茎菜
　　類 40 22 1,910 475
果菜類 499 248 1,291 400
その他 3,144 1,355 2,553 725
小 計 3,755 1,679 7,071 1,792

果
物
類

か ん 　
き つ 類 0 0 413 175
果瓜類 247 42 342 67
その他 330 263 249 137
小 計 577 305 1,004 379

鳥 卵・　　
加 工 品 等 32 18 410 190

花　類 11,715
本 715 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
12 トン

４トン
（33％）

８トン
（67％）

取引額
508 万円

272 万円
（54％）

236 万円
（46％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《10 月の休み》
４日・７日・11 日・12 日・14 日・
18 日・21 日・25 日・28 日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

⑲ 市政の窓2026.10 月号
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

こだわりの味 お
土
産
に

お
土
産
に

お
土
産
に

お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員


